
  

紙面比較検査システム 

紙面比較検査システム 



原稿ならスキャンして、データならそのままファイルを開き検査を開始するだけ。２画像を比較し、差のある部分を枠で囲んで結果表示することが基本的な機能です。 

 
  

代表的な機能と検査例 

その時見つけるべき不良が「見える」一歩先を行く検査エンジンが検査を変えます 

一歩先を行く検査エンジン 

紙に印刷された 
文字 

印刷する前の 
データ 

 

 

ファイル形式 
の変換 

RIP 後のデータ 

「その時見つけるべき不良を見つける」 という、 
検査ソフト本来の役割を果たすことができます。 

この微妙な濃淡や色調の違い等は 
間違いでないと判断し、 

 

比較元 比較先 

こちらの文字の違いを不良だと判断 
することが出来ます。 

刷 

差のある部分が赤枠で囲まれ不良箇所として表示されています。 

見つけるべき不良が埋もれ 
「色々な組み合わせの検査が可能」と言いながら、 
実際の現場では「不良を見つける」ことが出来ません。 
多くの一般的な検査ソフトが抱える問題がここにあります。 

一般的な検査ソフトの抱える問題点 

その結果 

一般的な検査ソフトは この差を全て不良だと検出し 
検査結果はこの様になってしまいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込み時に、特色やレイヤーを選択することが可能です。検査に不要な CAD の

罫線、カット線を外したり、ニス版を外したりすることが可能です。 

また、パッケージの様な複雑な形の検査にも、簡単な検査範囲を指定するだけで検

査が可能な他、PDF に保存された CAD 用カット線情報をそのまま検査範囲として

読み込む機能もオプションにてお選び頂けます。 

バーコードオプションでは、原稿に含まれるバーコードを検出し、デコード、および

品質を「ISO/IEC 15415 (2 次元シンボル)」と「ISO/IEC 15416 (1 次元

シンボル)」に準拠したアルゴリズムで検証します。また、あらかじめ用意した CSV

ファイルとの整合性の確認を行うことも可能です。 

バーコードの品質検査機能（バーコード検査オプション） 

簡単な検査範囲を指定 CAD 用のカット線を検査範囲 
として読み込み 

バーコードを検出し、それぞれの個別詳細評価やレポートを表示します。 

PDFのハンドリング機能（デジタル PDF オプション） 

検査対象の内容が同じでも、サイズ・方向が大きく違う場合があります。このような場合でも、数クリックで簡単に検査に適したサイズに変更。 

 



検査結果はフリーのビューワーソフトと PDF レポートで確認。共有・管理も簡単に 

検査結果は、Lekizen 本体で確認するだけでなく、フリーソフトのビューワーを使用することで社内の承認ワークフローを構築することもできる上に 

PDF レポートをクライアントに配布することで検査結果を広範囲に共有することができます。 

 

製品バリエーション (オープンプライス)  

Lekizen（Unlimited） 
サイズ制限無し・カラーオプション付 

 

オプション機能  

 
 

 （動作環境）O S : Windows 10 Pro 32bit か 64bit Intel Core i5 以降RAM : 32bit OS/4GB 以上、64bit OS/8GB 以上 

 

 

 
 

記載のソフト名・ハード名等は各社の商標または登録商標です。製品の仕様は予告なく変更される場合があります。 

 

 

デジタル PDF オプション 

バーコード検査オプション 
スキャナ連動自動検査オプション 
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